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1. はじめに 

近年スマートフォンの発展・普及により写真撮影が手軽

となり, SNS などへの公開が容易になってきた.  また, 撮影

上での色合いなどは最近の HDR（High Dynamic Range）機

能や写真の編集アプリでの調節が可能となるとともに, 簡

単に編集可能となる. そのため, 写真に対する一層のクオリ

ティーの高さが求められている. しかしながら,  露出や色合

いは簡単に編集可能であるのに対して, 最適な構図を決め

て上手く撮影することは専門家でないと容易におこなえな

い.   

我々はこの問題を解決するために, 深層学習を使った魅

力度推定器を利用し, 魅力的な構図で撮影をするシステム

を開発した[1].  本システムでは, 佐藤ら[2]は, 畳み込みニュ

ーラルネットワーク（CNN：Convolution Neural Network）

である VGG16 が魅力度推定器に適していることを示した. 

ここではこの魅力度推定器を参考にスマートフォンなどか

ら撮影した料理の動画から最適な構図の写真を出力する撮

影補助システムを検討した.  その結果, データセットにある

料理の方がデータセットにない料理より良い構図の写真を

出力できることがわかった.  しかしながら, 余計なものなど

が映り込んだ画像や見切れている画像を選んでしまう場合

もあり, 写真撮影補助システムとして手振れなどの画像を

選ばないような改良が必要となった.  

そこで, 本提案では, 動画を画像化し入力する代わりに, 

カメラの連写機能を使うことで見切れている画像を少なく

することで魅力度の向上を行い, システムの精度を改善す

る提案を行う.  

2. 提案手法 

2.1 魅力度推定器 

提案手法の魅力度推定器では, VGG16 に転移学習を行う. 

転移学習をするにあたって井手[2] らの作成したデータセ

ット「NUFOOD 360×10」を用いる料理の写真を 244×244

にリサイズし入力し, 画像に対する魅力度を教師データと

して学習を行う. 重みの学習を行う全結合層の活性化関数

には ReLU を使用し, 出力の全結合層にはシグモイド関数

を使用し, 最適化手法には Adam, 評価関数 MAE（Mean 

Absolute Error）を用い, 学習回数は 100 回とした.  

2.2 入力写真の撮影方法 

入力を行う際の動画の撮影方法として 2 つの手法を検討

した.  手法１では図 1 の A の様に対象の料理を俯角 0度で

360度撮影し, その後, 図 1 の Bの様に俯角をおおよそ 30 度

上げ, A の様に同じように撮影し, 俯角 90 度まで繰り返し

撮影を行った.  

  

図 1 手法１のイメージ 

 

また, 手法 2 では, 図 2 の様に対象の料理に対し正面から

俯角 0 度で左右 90 度の 180 度撮影を行い, その後手法 1

の B と同じように俯角をおおよそ 30 度ずつ同じように撮

影しながら俯角 90 度まで撮影を行った.  

 

図 2 手法 2のイメージ 

 

手法 1 と手法 2 の撮影方法を使用し, カメラ（スマート

フォン）の連写機能を使用し, 撮影を行う.  また, 比較とし

て前研究と同じ様に動画でも撮影を行った.  

3. 評価実験 

まず, VGG16 を使った魅力度推定器を作成する. 次にデ

ータセットに含まれている料理とデータセットに含まれて

いない料理を撮影, 手法 1 と手法 2 に基づいて, 動画と連写

機能を使って撮影した写真を使い, 撮影手法によっての見

切れている画像の枚数を比較する 

最後にそれぞれの動画と連写機能を使って撮影した写真

をそれぞれ魅力度推定器に入力し比較を行い, 評価を行っ

た.  

実験 1 

手法１で撮影した動画を入力し実験１では VGG16 を使

った魅力度推定器により評価を行った 
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図 3 の A の画像は動画での魅力度最大, B の画像は連写

での魅力度最大を表している.  

 

図 3 手法 1を使った出力 

実験 2 

実験 2 では, 手法 2 で撮影した動画を入力し VGG16 を使

った魅力度推定器により評価を行った. 図 4 の A の画像は

動画での魅力度最大, B の画像は連写での魅力度最大を表

している.  

 
 

図 4 手法 2を使った動画での出力 

それぞれの手法での出力された画像の魅力度は表１のよ

うになった.  

表 1 出力された魅力度 

 

4. 考察 

今回の実験では, 表 2 のように動画より連写機能撮影の

ほうが見切れている画像の枚数を少なくできることが分か

った.  

表 2 入力データの見切れている画像の割合 

 
また, 実験 1 における動画と連写機能での撮影では, 動画

で撮った場合の方がデータセットの最大値の画像に近く , 

どちらも見切れている画像は抽出されなかった.  

同様に, 実験 2の動画と連写での撮影でも, 構図には変化

がほとんどなく, データセットでの魅力度が最も高いチー

ズバーガーとは少し違う視点の画像が出力されたが, 実験 1

と同じように見切れている画像は出力されなかった.  

以上のように, それぞれの手法での魅力度は動画で撮影

するより, 連写で撮影することで魅力度を高くすることが

できた.  また, 動画で撮影するよりも写真で撮影することに

より, 入力データの見切れている画像の割合を少なくする

ことができ, 出力する際の魅力度を高めることができた.  

しかしながら, 実験 1 の連写での出力画像は真上からの

視点で, データセットでの魅力度が最も高いチーズバーガ

ーの視点とは違うものになってしまった, これは違う料理

の魅力度が高い画像に近い視点の画像を抽出してしまった

ためであると考えられる.  

5. 結論 

我々は, 最適な構図を決めた写真撮影が難しいことに対

して,  ディープラーニングによる料理写真の魅力度推定器

を使い,  動画から最適な構図の写真を出力する写真撮影補

助システムを検討してきた [1]. 本研究では, さらに, 動画を

画像化し入力する代わりに, カメラの連写機能を使うこと

で手振れや見切れている画像を少なくする撮影手法の改善

策を提案し, より良い構図の写真を出力できるか実験を行

った.  

その結果, 連写で撮影を行うことで見切れている画像を

減らすことができ, 出力される魅力度を前回報告より魅力

度を高く出力することができた.  

しかし, 出力された画像は対象の料理のデータセットと

は違う視点になった画像が出ていたため, 今後は撮影して

いる対象を判断する分類機を作成することで, 対象と違う

料理の魅力度が高い画像に近い画像を選んでしまうのを防

止するシステムを検討している.  
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魅力度最大

実験1-動画での出力 0.8086604

実験1-連写での出力 0.8642167

実験2-動画での出力 0.5976593

実験2-連写での出力 0.820611

入力枚数 見切れている画像 割合

実験1-動画での出力 1570 496 0.315

実験1-連写での出力 763 219 0.287

実験2-動画での出力 264 30 0.113

実験2-連写での出力 164 35 0.213
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